
農

業

委

員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

村
で
は
、
来
年
７
月
か
ら
新
制
度

へ
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
検
討
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

当
農
業
委
員
会
の
区
域
に
は
、
農

業
者
８
５
２
名
、
農
地
１
，
９
９
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
こ
れ
ら
の
規
模
要
件

に
よ
り
農
業
委
員
は
14
名
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
は
20
名
が
法
定

上
限
に
な
り
ま
す
。
検
討
委
員
会
で

協
議
を
重
ね
た
結
果
、
農
業
委
員
を

８
名
、
新
た
に
設
け
ら
れ
る
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
を
12
名
と
し
、

11
月
11
日
付
け
で
「
平
田
村
農
業
委

員
会
委
員
等
の
定
数
に
関
す
る
意
見

書
」
と
し
て
村
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

村
で
は
、
農
業
委
員
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
意
見
書
を
尊
重
し
、
12
月
議

会
定
例
会
へ
定
数
条
例
案
を
提
出
し
、

13
日
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
新
制
度
移
行
に
向
け
て
、

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

～
今
後
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
～

〈
平
成
29
年
〉

３
月

農
林
業
座
談
会
等
で
村
民

へ
の
説
明

４
月

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
募
集

７
月

新
農
業
委
員
会
ス
タ
ー
ト

現
在
、
村
に
は
１
３
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
も
の
耕
作
放
棄
地
・
遊
休
農
地
が

あ
り
、
農
地
が
す
ぐ
に
耕
作
で
き
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
地
の
荒
廃
が
進
め
ば
、

①
農
地
の
集
積
が
し
に
く
く
な
る

②
周
辺
農
地
の
病
害
虫
発
生
を
助
長

③
有
害
鳥
獣
被
害
の
拡
大

④
洪
水
防
止
、
土
砂
崩
壊
防
止
の
機

能
低
下

な
ど
農
村
地
域
の
活
力
の
低
下
の

要
因
と
な
り
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
農
地
を
守
り
、

有
効
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に
、
維

持
管
理
の
継
続
や
農
地
の
集
積
、
農

地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
な
ど
、
農

家
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農
地

に
つ
い
て
、
今
後
農
地
の
利
用
意
向

調
査
等
へ
の
意
思
表
示
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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平
田
村
農
業
委
員
会
だ
よ
り

農業の経営とくらしに役立つ情報

をお届けします。

●毎週金曜日発行

●B3版8～10貢建

●購読料:月700円[送料,税込み]

◇購読のお申し込みは、お近くの

農業委員または村農業委員会事

務局までお願いします 。 △検討委員会で定数等について協議

①農業委員会業務の重点化
農地利用の最適化を推進していくために、

以下の業務が強化されます。

・担い手への農地利用の集積

・遊休農地の発生防止、解消の推進

・新規就農、企業等の農業参入の支援

②農地利用最適化推進委員の新設
農業委員会が定めた区域ごとに推薦された

者や公募による候補者の中から農業委員会が

委嘱します。

遊休農地の発生防止や解消を推進するため

の農地パトロールや農地の集約化、新規参入

の促進等、地域における現場活動が主な業務

になります。

③農業委員の選出方法の変更
現行の公職選挙制から農業者、農業者が組

織する団体等から推薦された者や公募による

候補者の中から議会の同意を要件として村長

が任命します。

農業委員は、半数を原則として認定農業者

とします。ほかにも、利害関係者以外からの

登用、女性や青年の積極的な登用を促し、定

数は委員会を機動的に開催できるよう現行の

半分程度になります。

農
業
委
員
会
制
度
改
正
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

耕
作
放
棄
地
・
遊
休
農
地
の
解
消
に
！

利用権設定の期間が過ぎて
いませんか？

農地を借りて経営規模拡大した

い意欲ある農業者と、高齢や勤
めなどの事情で耕作できない農

地所有者との間で、農地貸借等

の権利を設定し、農地の有効利

用と農業の振興を図っています。
設定期間が過ぎている場合が

ありますので、ご確認下さい。

定
数
条
例
可
決
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農
地
の
権
利
移
動

転
用
に
は
届
出
を

農
地
法
第
３
条
に
よ
り
、
農
地
を

農
地
以
外
と
し
て
利
用
す
る
と
き
は
、

農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
と
な
り
、

無
断
で
転
用
す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
へ
の
盛
土
や
改
良
な
ど
は
、
農

業
委
員
会
へ
届
出
を
し
、
許
可
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

当
委
員
会
で
は
、
農
地
の
賃
借
・

売
買
や
転
用
申
請
等
に
関
す
る
各
種

申
請
の
受
付
日
を
毎
月
末
日
締
め
切

り
（
末
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

と
し
て
お
り
ま
す
。
計
画
的
な
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

～
農
地
改
良
届
を

ご
存
じ
で
す
か
～

優
良
農
地
の
確
保
と
農
地
の
利
用

増
進
を
図
る
た
め
、
農
地
改
良
を
す

る
際
に
提
出
す
る
の
が
、
農
地
改
良

届
出
で
す
。

農
地
改
良
と
は
、
土
地
の
所
有
者

又
は
耕
作
者
が
農
地
の
保
全
又
は
利

用
増
進
と
い
っ
た
農
業
経
営
を
目
的

と
し
て
、
農
地
改
良
す
る
農
地
以
外

か
ら
土
を
搬
入
し
て
客
土
又
は
堀
削

等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
農
地
の
形
質

変
更
を
行
う
行
為
で
す
。

◎
農
地
法
３
条
申
請

・
農
地
を
農
地
と
し
て
賃
借
売

買
す
る
場
合

◎
農
地
法
４
条
・
５
条
申
請

・
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
と

し
て
使
用
す
る
場
合

（
例
：
一
般
住
宅
・
駐
車
場

・
資
材
置
場
等
）

◎
農
地
の
賃
借
の
届
出
等

・
利
用
権
設
定

改
良
の
意
思
が
な
く
、
工
事
等
の

残
土
を
捨
て
る
よ
う
な
行
為
は
、
一

時
転
用
の
申
請
が
必
要
で
す
。

【
判
断
基
準
】
※
抜
粋

・
期
間
が
３
か
月
以
内
で
あ
る
こ
と

・
農
地
の
面
積
が
１
，
０
０
０
㎡
未

満
で
あ
る
こ
と

・
客
土
、
掘
削
の
深
さ
は
、
１
ｍ
以

内
で
あ
る
こ
と

※
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話

（
５
５
）
３
１
１
５

福
島
県
下
農
業
委
員
会
大
会
が
11

月
８
日
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
（
福
島
市
）

で
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
の
席
上
、

村
農
業
委
員
会
は
普
段
の
農
業
新
聞

普
及
活
動
が
評
価
さ
れ
、
努
力
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
日
に
は
薬
草
栽
培
の
先

進
地
で
あ
る
新
潟
県
胎
内
市
を
訪
問

し
、
薬
草
（
カ
ン
ゾ
ウ
）
の
栽
培
方

法
や
圃
場
の
状
況
に
つ
い
て
視
察
し

ま
し
た
。

葉
た
ば
こ
栽
培
を
行
っ
て
き
た
農

家
が
高
齢
等
を
理
由
に
廃
作
し
、
休

耕
地
や
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
る

と
い
う
本
村
が
抱
え
る
課
題
と
重
な

る
部
分
が
多
く
あ
り
、
薬
草
栽
培
は

今
後
遊
休
農
地
等
の
解
消
に
期
待
が

持
た
れ
ま
す
。

異
常
気
象
に
よ
る
例
年
に
も
増
し
て
襲
来

し
た
台
風
の
被
害
も
最
小
限
で
済
み
、
ひ
と

安
心
で
き
ま
し
た
。
米
の
作
柄
も
や
や
良
と

価
格
も
希
望
価
格
に
は
ほ
ど
遠
い
が
高
値
に

転
じ
、
来
年
の
農
作
業
に
も
一
段
と
力
が
入

る
で
し
ょ
う
。
子
牛
の
価
格
も
高
値
が
維
持

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
期
待
し
た

い
。
又
、
葉
た
ば
こ
の
品
質
も
良
好
で
耕
作

者
の
希
望
価
格
に
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
方
同
様
元
気
に
新
年
を
迎
え
た
い
も
の

で
す
。

（
担
当

佐
藤
四
郎
）

編

集

後

記

な
く
そ
う
無
断
転
用
！
〔
農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
〕

△努力賞を受賞する駒木根会長（写真右）

△カンゾウの圃場を視察

老
後
に
備
え
て

農
業
者
年
金

に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

全
国
農
業
新
聞
普
及

優
良
農
業
委
員
会
表
彰
を
受
賞


